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	この遺伝子は、コラプシン応答メディエータータンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コラプシン応答メディエータータンパク質はホモおよびヘテロ四量体を形成し、ニューロンの誘導、成長、および極性化を促進します。コードされているタンパク質は微小管の組み立てを促進し、Sema3Aを介した成長円錐の崩壊に必須であり、カルシウムチャネルとの相互作用を介してシナプスシグナル伝達にも関与しています。この遺伝子は複数の神経疾患に関与していることが示唆されており、コードされているタンパク質の過リン酸化はアルツハイマー病の発症に重要な役割を果たす可能性があります。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2011年9月]
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	CRMP2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。
	

	AMRe86917 を 1:5000 で使用して HepG2、C2C12 細胞抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

